
     

No２５  平成２２年９月２７日（月） 

第１１回マイコンカーラリー宮崎県大会 見事！ 優勝！！ 

○２３日（木）に、宮崎工業高校新体育館で開催された大会に、本校電気部１１名が参加し、念願の

団体初優勝を果たしました。第１回大会では宮崎工業高校が優勝し、その後、延岡工業高校が４回優

勝、第６回大会から宮崎工業高校が５連覇を成し遂げていました。大会開始後１０年経過し、本校が、

この大会の次の時代の新しい１ページを飾ったという快挙です。今後、小林秀峰時代を築き上げてい

ってほしいと思います。生徒たちの能力の高さと努力に感動した１日でした。みんなで祝福を！ 

 

優勝旗を中心に胸を張って 

＜団体＞ 

・優勝：小林秀峰（196 点） 

・２位：宮崎工業（137 点） 

・３位：佐土原 （ 30 点） 

＜個人＞ 

・優勝：田代紘大君（本校） 

・２位：桑畑君（宮崎工業） 

・３位：嶺石郁弥君（本校） 

B-class４位：尾込君（本校） 

 

個人優勝の田代紘大君の競技 

☆１１月７日（日）に、鹿児島工業高校で、「ジャパンマイコンカーラリー2010 九州大会」が開催さ

れます。本県から A-class に２０名が出場できますが、その内の８名が本校から、また B-class では

４名の内１名が本校から出場します。合計９名が出場権を得たということで、九州大会も楽しみです。 

A-class の今回の最高タイムは、田代紘君と嶺石君が記録した 14.30 秒（約５０ｍのコース）ですが、

１３秒台を出す実力があるそうです。それが出れば、九州大会での優勝、そして全国大会への出場権

を得られるということなので、まずは、九州大会目指して、チームワークで頑張ってほしいと思いま

す。電気部の活躍を期待し、みんなで応援していきましょう。（他の部も新人大会等にガンバレ！） 

 

保護者の方も一緒に、校外立ち番指導を実施中です！・・・秋の交通安全運動期間中（３０日まで） 

 

お父さんも旗を持って交通安全 

○東上町交差点や市民病院

前交差点では、小林警察署員

の方も交通指導をしてくだ

さっています。本校生は、爽

やかな挨拶で、感謝の気持ち

を伝えているようです。 

本校の通学状況は、現在、自

転車が６割余り、バイク通が

１０数名となっています。 

 

JR 通学生にお母さん方が笑顔で 

毎日の登下校には十分気を付けなければなりません。先日、次のような新聞記事を読みました。 

・下り坂や高性能の自転車なら原付バイク並みのスピードが出る。物損で済めばともかく、 

 自転車は、常に歩行者を殺傷する凶器になりうる。実際、宮崎市では３年前に死亡事故が 

 発生した。無灯火やブレーキの未調整は悪質とさえいえる。 

・自転車事故件数の４４％が小中高生で、その半数以上が高校生。残念ながら、自らが振り 

まく危険に無頓着な乗り手を多く見かける。運転しながら携帯メールなんて器用な芸当は 

 いらない。他人と自らに及ぼす損失を勘定する分別を覚えるべきだ。 

※先生方も交通安全に十分気を付けて、車を運転してください。交通ルールの遵守をお願いします。 

 

イチロー１０年連続２００安打達成！・・・２３日（１８日には、日米通算３５００安打） 

○米大リーグで、イチロー選手が、また快挙を達成しました。工夫し努力する、継続する、体調管理

に留意するなど、彼に学ぶことは、本校生にとっても多いと思います。 

 「１年目のスプリングトレーニングで、『彼からヒットを打てると思いますか。』という質問が 

  飛んできた。今は、ヒットが出ないと『何で出ないのか』という質問に変わった。そういう 

状況をつくれたのはすごく良かった。周りを変化させられたことに対してはちょっとした気持 

ち良さがある。」 

秀峰通信『啐啄』 



○２３日（木）、本県出身の経営者が県内の高校生に進路選択について助言するパネルディスカッショ

ンが開催されました。その中で仕事の使命感などについて、次のような助言等があったそうです。 

・「仕事を任されることで、使命感を持つようになる。」 ・「やらされているのでは生まれない。 

希望を持って努力することが大事」 ・「一人で何人の人を幸せにできるかがバロメーター」 

・「柔軟な考え方を身に付けてほしい」 ・「自分を職業に合わせていく努力がいる」 

 

 

陸上部は、大草原で草刈り？ 

○２５日（土）、小林商業高校跡

地では、バレー部女子、陸上部、 

ソフトボール愛好会が、練習し

ていました。陸上部は、新人大

会で４位の成績をあげた生徒が

出るなど、力を付けてきていま

す。バレー部は新人大会に向か

って、厳しくも楽しんで練習し

ていました。ソフトボール愛好 

 

スパイクを必死にレシーブ 

会は、初心者が多い中、中学生との練習試合で１勝をあげ、練習の成果が表れてきています。本校生

がいろいろなことに一生懸命頑張っている姿は、本当に爽やかです。これも「秀峰ブランド」です。 

※小林商業高校跡地のグランドは、かなり草が伸びて、大草原の状態でした。トラックを走っても草 

で隠れて見えない程だったようです。草刈りしてもらい、その草を集める様子が、大草原で牧草を

集めているようでした。こんな苦労もきっと何かにつながり、いい思い出になると思います。 

 ２５日（土）・２６日（日） 第１５回こすもすカップハンドボール競技大会が開催されました。 

 
○本校グランドに、７コートが設置され、熊本県や鹿児島県からも小中高生が集まり、熱戦が繰り広

げられました。男女一緒の小学生たちの可愛らしくも熱中している姿が印象的でした。 

 

本校の先生の子どもも出場 

小林はハンドボールの町でもあ

ると言える大会です。保護者の

方など、多くの応援の人で、本

校グランドは大賑わいでした。 

子どもたちも張り切って試合に

臨んでいました。一試合毎に競

技力をアップしていくことと思

います。本校での大会で、多く

の経験を積んだことでしょう。 

 

土曜日も新体育館建設は進む 

上町東区で「ふれあい十五夜祭」がありました。・・・２５日（土）１６：００～１９：３０ 

 

しらすで土俵つくりをみんなで 

 

区長さんと中学生が記念撮影 

 

小学生の相撲 見事な投げ技 

○秋らしさを感じさせる中、本校も属している上町東区の十五夜祭は、地域の方々が、子どもたちを

大切に思い、育ててくださっているということを感じることができた楽しい手作りのお祭りでした。 

改めて、地域の方々との連携をもっと大切にし、強化していかなければと思いました。 


